
進路指導関連 

百人一首大会 

ちいきふれあいプロジェクト 

スタディサプリの活用講座 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進取のこころ 令和６年 ３月２１日発行 

県立多可高校 第５０回生 

学年通信 

第 ９ 号 
 ３月１５日（金）４限、株式会社リクルートの方を講師として、お招きし、２年生以降のス

タディサプリの活用法と表彰伝達を行いました。表彰伝達は年間の動画総視聴時間数をもとに

選定しました。 

       第１位 １組Ｙさん（１９時間１６分） 

       第２位 ２組Ａさん（１８時間１０分） 

       第３位 ２組Ｓさん（１８時間 ９分） 

 

今後の予定 
 

  ３月２２日（金）終業式、合格者説明会（１３：３０～、受付１３：００～） 

  ４月 ４日（木）清明（せいめい） 

     ８日（月）着任式、始業式、入学式 

     ９日（火）到達度テスト（１～４限、国英数）、離任式（５・６限） 

    １０日（水）対面式・部活動紹介（１限）、身体測定・ＬＨＲ（５・６限） 

    １２日（金）校外学習（京都） 

    １５日（月）内科検診（５・６限） 

    １７日（水）尿検査１次 

    １８日（木）４５分×５限、交通安全講習（６限） 

    １９日（金）穀雨（こくう） 

    ２２日（月）面談週間【～２６日（金）】、４５分×６限 

    ２６日（金）尿検査一次、内科検診（５・６限） 

 ３学期は、４つの進路指導関連の行事を行いました。 

 まず、２月２日（金）６限、３年生の受験体験を聞く会を行いました。８名（進学４名、

就職４名）の３年生の代表生徒から校内放送で受験体験記を語っていただきました。 

 次に、３月４日（月）４限、３学年団による進路講話を行いました。４名の３学年団の先

生方から進路実現のためのお話しを様々な視点から語っていただきました。 

 次に、３月６日（水）２・３限、分野別進路ガイダンスを行いました。神戸電子専門学校

（２１名）や兵庫大学（１６名）、四国大学（１２名）等から講師を派遣していただき、自

分の関心のある分野において、理解を深めました。分野は、「ゲーム・ＣＧ・ＷＥＢ（１４

名）」、「経済・経営（１２名）」、「幼児教育・保育（１１名）」、「調理（１１名）」、「福祉（１

０名）」等の内容がありました。時間の都合上、２つの分野だけの参加となりましたが、さ

らに詳しく知るためにも、ぜひオープンキャンパスへ参加してください。 

 最後に、３月７日（木）福祉ボランティア類型選択者対象の大学見学（兵庫大学）を行い

ました。体験授業や学舎見学等があり、体験授業では多可町障害者総合支援協議会の会長な

どをされておられる生涯福祉学部の朝比奈寛正先生から「多可町の福祉課題について考え

る」というテーマの講義を受けました。 

 ２月９日（金）６限、多目的ホールにて、百人一首大会を開催しました。日本の伝統的な遊

びを通して、国語で学習した和歌の知識を定着させ、古典への興味・関心を深め、自国の文化

を尊重する態度を養うという目的で行いました。各クラス７班編成で対戦し、個人戦（取った

枚数で競う）とクラス対抗戦（各クラスの平均獲得枚数で競う）の種目で行いました。終了後、

個人戦ベスト３の表彰と景品贈呈をし、大いに盛り上がった学年レクリエーションとなりまし

た。ぜひ、楽しむ時は全力で楽しんでください。結果は以下の通りです。 

 ●個人戦 第１位 ２組Ｎさん：１８枚  ●クラス対抗戦 

      第２位 １組Ｋさん：１７枚   第１位 ２組（平均獲得枚数：９．１枚） 

          ２組Ｓさん：１７枚   第２位 １組（平均獲得枚数：８．３枚） 

 ３月１日（金）３・４限、ちいきふれあいプロジェクトを行いました。ちいきふれあいプロ

ジェクトとは、福祉のこころを大切にして、地域の方々と交流を行い、地域の掃除活動などに

積極的に参加することで、地域に貢献する心を育てるというものです。 

 多可高から最寄りのバス停や旧鍛冶屋駅等の３コースに分かれ、１時間半程、ゴミを拾って

いきました。作業中、地域の方からの労いの言葉をいただいた生徒もおり、活動の意義を感じ

る機会に恵まれました。 


